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慈
円
『
愚
管
抄
』
の
冥
顕
論
と
道
理
史
観
（61）170
問
題
の
所
在
　
院
政
後
期
の
天
台
僧
慈
円
（
久
寿
二
年
﹇
1 
1 
5 
5
﹈
〜
嘉
禄
元
年
﹇
1 
2 
2 
5
﹈）
は
、『
愚
管
抄
』
七
巻
（
承
久
二
年
﹇
1 
2 
2 
0
﹈
成
立
）
で
「
冥
」「
顕
」
の
語
を
用
い
て
特
異
な
道
理
史
観
を
展
開
し
た
。
冥
顕
と
道
理
は
、
と
も
に
当
時
の
重
要
な
思
想
概
念
で
あ
る
。
　
大
隅
和
雄
は
『
愚
管
抄
』
に
お
け
る
「
冥
顕
」
を
「
目
に
見
え
ぬ
神
仏
の
世
界
と
、
人
間
の
世
界１
」
と
訳
し
た
。
ま
た
、
慈
円
が
「
冥
」
の
世
界
を
構
成
す
る
も
の
を
「
冥
衆
0
0
」
と
名
付
け
た２
」
と
し
、
同
書
に
お
け
る
冥
衆
と
し
て
「
皇
祖
神
で
あ
る
伊
勢
大
神
宮
＝
天
照
大
神
と
藤
原
氏
の
祖
神
で
あ
る
春
日
大
明
神
＝
天
児
屋
根
命
」
と
「
化
身
・
権
化
の
人
」、「
怨
霊
」、
そ
し
て
「
天
狗
・
地
狗
・
狐
・
狸
な
ど
の
邪
悪
な
魔
物
」
の
四
つ
を
挙
げ
た３
。
冥
と
は
目
視
で
き
な
い
世
界
の
こ
と
で
あ
り
、
仏
神
と
権
者
、
怨
霊
、
邪
鬼
の
四
つ
が
冥
衆
だ
と
す
る
大
隅
説
は
末
木
文
美
士
や
池
見
澄
隆
に
採
用
さ
れ４
、
今
日
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
近
年
で
は
、
こ
の
理
解
が
『
愚
管
抄
』
以
外
の
冥
顕
論
に
も
適
用
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
　
し
か
し
、
結
論
を
一
部
先
取
り
し
て
言
え
ば
、
通
説
は
『
愚
管
抄
』
の
冥
顕
論
を
大
き
く
誤
解
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
冥
顕
論
が
大
き
く
誤
解
さ
れ
た
こ
と
で
、
そ
れ
と
密
接
に
関
連
す
る
道
理
史
観
も
正
し
い
理
解
を
妨
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
議
論
の
前
提
と
し
て
、
第
一
項
で
先
行
研
究
の
問
題
を
簡
単
に
整
理
す
る
。
第
二
項
で
『
愚
管
抄
』
に
お
け
る
「
冥
」
の
用
例
を
分
析
し
、
そ
し
て
第
三
項
で
そ
の
道
理
史
観
を
略
述
す
る
。
こ
れ
ら
の
作
業
に
よ
っ
て
、
従
来
の
『
愚
管
抄
』
理
解
と
研
究
法
に
修
正
を
迫
り
た
い
。
第
一
項
　
議
論
の
前
提
　
従
来
の
『
愚
管
抄
』
研
究
に
は
、
少
な
く
と
も
三
つ
の
問
題
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
べ
て
の
先
行
研
究
が
三
つ
の
問
題
を
有
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
な
い
が
、
一
つ
の
問
題
も
な
か
っ
た
も
の
は
見
出
し
難
い
。
　
第
一
に
、
先
行
研
究
に
殆
ん
ど
あ
る
い
は
全
く
言
及
し
な
い
、
随
筆
の
よ
う
な
研
究
が
多
い
。
そ
の
た
め
『
愚
管
抄
』
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
数
量
が
厖
大
で
あ
る
が
蓄
積
が
重
厚
だ
と
は
言
い
難
い
。
　
第
二
に
、
語
彙
や
用
例
を
分
析
せ
ず
、
通
念
や
印
象
に
依
拠
し
た
よ
う
な
研
究
が
多
い
。
甚
だ
し
き
に
至
っ
て
は
、
末
法
ノ
世
な
ど
と
い
う
『
愚
管
抄
』
に
存
在
し
な
い
語
句
を
捏
造
引
用
し
た
論
文
ま
で
あ
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
、
同
書
は
末
法
思
想
の
史
論
書
だ
と
い
う
通
念
に
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
語
句
が
ど
こ
か
に
あ
る
に
違
い
な
い
と
臆
断
し
た
も
の
で
あ
ろ
う５
。
ま
た
こ
れ
と
関
連
し
て
、
少
な
く
な
い
研
究
が
『
愚
管
抄
』
の
文
を
引
用
す
る
時
、
そ
れ
が
何
れ
の
巻
の
何
れ
の
頁
か
ら
の
も
の
か
を
付
記
せ
ず
、
検
証
を
困
難
に
し
て
い
る
こ
と
も
大
い
に
問
題
で
あ
る
。
　
そ
し
て
第
三
に
、
慈
円
の
消
息
願
文
な
ど
を
『
愚
管
抄
』
と
混
同
し
た
研
究
が
多
い
。
殊
に
注
意
す
べ
き
は
、
赤
松
俊
秀
が
青
蓮
院
吉
水
蔵
か
ら
発
見
し
昭
和
廿
三
年
に
翻
刻
紹
介
し
た６
、
貞
応
三
年
（
1 
2 
2 
4
）
正
月
下
旬
成
立
の
慈
円
自
筆
願
文
（『
鎌
倉
遺
文
』
三
二
〇
二
﹇『
山
城
青
蓮
院
文
書
』﹈）
で
あ
ろ
う
。
　
史
料
の
新
出
は
当
然
慶
賀
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
後
、『
愚
管
抄
』
を
同
書
で
な
く
貞
応
三
年
の
願
文
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
よ
う
な
嫌
い
も
生
じ
た
。
例
え
ば
同
願
文
慈
円
『
愚
管
抄
』
の
冥
顕
論
と
道
理
史
観
　
森　
　
　
新
之
介
早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　
第
10
号
（62）169
の
冒
頭
に
は
、「
冥
顕
隔
0
0
0p
境0
、
凡
意
易p
迷
。
唯
以0p
夢
知
0
0w
未
来
0
0a
従p
古
存w
先
規q
」
と
あ
り
、
冥
顕
は
境
を
隔
て
て
未
来
は
夢
に
よ
っ
て
の
み
知
ら
れ
る
と
い
う
。
し
か
し
『
愚
管
抄
』
で
は
、
冥
を
冥
界
の
よ
う
に
境
界
に
関
連
付
け
た
用
例
も
、
夢
に
よ
っ
て
未
来
を
知
れ
と
い
う
観
励
も
な
い７
。
一
方
は
平
時
の
幼
学
書８
、
他
方
は
乱
後
の
祈
願
文
で
あ
り
、
両
者
を
混
同
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。
　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
次
項
以
降
で
は
、
先
行
研
究
を
整
理
し
語
彙
用
例
を
精
査
し
つ
つ
、『
愚
管
抄
』
の
冥
顕
論
と
道
理
史
観
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。
第
二
項
　
冥
と
は
何
か
　
言
う
ま
で
も
な
く
、「
冥
」
は
「
顕
」
の
対
義
語
で
あ
り
、
幽
昧
昏
闇
の
意
で
あ
る９
。
見
得
な
い
こ
と
ま
た
は
見
難
い
こ
と
を
謂
い
、
転
じ
て
知
り
得
な
い
こ
と
や
知
り
難
い
こ
と
も
謂
う
。
ま
た
、
よ
り
複
雑
な
思
想
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
あ
る
文
献
に
お
け
る
「
冥
」
の
意
味
を
特
定
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
用
例
を
分
析
す
る
作
業
が
必
要
と
な
る
。
　
前
述
の
如
く
、
通
説
は
『
愚
管
抄
』
に
お
け
る
「
冥
」
を
不
可
視
の
意
に
解
し
、
仏
神
と
権
者
、
怨
霊
、
天
狗
狐
狸
な
ど
の
四
種
が
冥
衆
だ
と
し
て
き
た
。
問
題
は
、
そ
の
結
論
に
至
る
ま
で
の
論
証
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
。
田
中
綾
子
は
、
怨
霊
天
狗
も
ま
た
冥
衆
だ
と
す
る
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
批
判
し
、『
愚
管
抄
』
に
お
け
る
冥
衆
と
は
「
神
々
や
仏
・
菩
薩
な
ど
、〔
…
〕「
正
」
の
影
響
力
を
も
つ
限
ら
れ
た
権
威
あ
る
存
在
な
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
て
い
るＡ
。
　
殊
に
通
説
が
冥
衆
四
種
の
一
つ
と
し
た
権
者
に
つ
い
て
、
慈
円
は
決
し
て
こ
れ
を
目
視
で
き
な
い
な
ど
と
述
べ
て
い
な
い
。『
愚
管
抄
』
に
は
次
の
如
く
あ
る
。
イ
ミ
ジ
キ
権
者
ト
ハ
其
人
ウ失
セ
テ
ノ後
チ
ニ
コ
ソ
思
ヘ
、
聖
徳
太
子
イ
ミ
ジ
ト
ハ
申
セ
ド
ン
、
其
時
ハ
タ
ヾ
ノ
人
ニ
コ
ソ
思
マ
イ
ラ
セ
テ
ア
ル
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
ガ
、
オ
幼サ
ナ
ク
テ
サ
ス
ガ
ニ
オ
幼サ
ナ
振
舞
ヲ
モ
シ
テ
コ
ソ
ハ
オ
ハ
シ
マ
ス
〔
…
〕。 
（
巻
第
三
、
一
三
七
頁
）
聖
徳
太
子
は
素
晴
ら
し
い
権
者
だ
が
、
そ
う
分
か
っ
た
の
は
後
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
当
時
の
人
々
は
た
だ
の
人
だ
と
思
っ
て
い
た
、
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
人
と
し
て
生
れ
た
厩
戸
皇
子
な
ど
権
者
を
不
可
視
の
冥
衆
と
す
る
こ
と
は
、
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
るＢ
。
　
で
は
、『
愚
管
抄
』
に
お
け
る
「
冥
」
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
そ
の
用
例
十
七
を
形
に
よ
っ
て
二
分
す
れ
ば
、
熟
語
に
お
け
る
も
の
九
例
（「
冥
応
」「
冥
加
」「
冥
感
」「
冥
衆
」「
冥
罰
」）
と
単
字
の
も
の
八
例
（「
冥
」「
冥
ニ
」「
冥
ノ
」）
と
な
る
。
　
前
者
の
熟
語
に
お
け
る
「
冥
」
は
、
す
べ
て
仏
神
の
意
と
見
て
よ
い
。「
冥
衆
」
四
例
の
一
つ顕
ニ
ハ
「
道
理
カ
ナ
」
ト
ミ
ナ
人0
ユ許
ル
シ
テ
ア
レ
ド
、
冥
衆
0
0
ノ
御
心
0
0
ニ
ハ
カ適
ナ
ハ
ヌ
道
理
ナ
リ
。 
（
巻
第
七
、
三
二
五
頁
）
は
、「
人
」
と
対
比
さ
れ
「
御
心
」
と
敬
称
さ
れ
て
お
り
、
人
以
外
の
尊
敬
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
た
め
恐
ら
く
仏
神
を
指
し
て
い
よ
う
。
そ
れ
以
外
の
三
例
猶
百
王
マ
デ
タ憑
ノ
ム
所
ハ
、
宗
廟
社
稷
ノ
神
〳
〵
0
0
0
0
0
0
0
0
ノ
御
メ
恵グ
ミ
、
三
宝
諸
天
0
0
0
0
ノ
利
生
ナ
リ
。
コ
ノ
冥
衆
0
0
ノ
利
生
モ
、
又
ナ半
カ
バ
ヽ
人
ノ
心
ニ
ノ乗
リ
テ
コ
ソ
、
機
縁
ハ
和
合
シ
テ
、
事
ヲ
バ
ナ成
ス
ル
事
ニ
テ
侍
レ
。 
（
巻
第
四
、
二
〇
〇
頁
）
カ構
マ
ヘ
テ
神
明
0
0
ノ
御
ハ計
カ
ラ
イ
ノ
定
ニ
ア
相
イ
カ叶
ナ
イ
テ
、
ヲ
思
ボ
シ
メ召
シ
ハ計
カ
ラ
イ
テ
、
世
ヲ
治
メ
ラ
ル
ベ
キ
ニ
テ
侍
ナ
リ
。「
冥
衆
0
0
ハ
ヲ
ハ
シ
マ
サ
ヌ
ニ
コ
ソ
」
ナ
ド
申
ハ
、
セ
メ
テ
ア浅
サ
マ
シ
キ
時
ウ恨
ラ
ミ
マ
イ
ラ
セ
テ
人
ノ
イ言
フ
コ言
ト
グ種
サ
也
。
誠
ニ
ハ
劫
末
マ
デ
モ
冥
衆
0
0
ノ
ヲ
ハ
シ
マ
サ
ヌ
世
ハ
カ片
タ
時
モ
ア
ル
マ
ジ
キ
。
 
（
巻
第
七
、
三
四
九
頁
）
も
、
直
前
に
あ
る
「
宗
廟
社
稷
ノ
神
〳
〵
」「
三
宝
諸
天
」
と
「
神
明
」
を
意
味
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
田
中
な
ど
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
冥
衆
」
と
は
仏
神
で
あ
り
、
権
者
や
怨
霊
、
狐
狸
天
狗
な
ど
を
『
愚
管
抄
』
で
斯
く
称
し
た
例
は
見
出
し
得
な
い
。
　
ま
た
、「
冥
感
」
一
例
「〔
…
〕
誠
シ
ク
御
祈
請
0
0
0
候
テ
、
真
実
ノ
冥
感
0
0
ヲ
キ聞
コ
シ
メ召
ス
ベ
ク
候
」
ト
云
ヨ由
シ
ヲ
申
タ
リ
ケ
ル
ヲ
〔
…
〕。 
（
巻
第
六
、
二
九
二
頁
）
と
「
冥
応
」
一
例
先
カ限
ギ
リ
ナ
キ
利
生
ノ
本
意
、
仏
神
0
0
ノ
冥
応
0
0
ニ
テ
侍
ル
ベ
ケ
レ
バ
、
ソ
レ
ヲ
詮
ニ
テ
カ書
キ
ヲ置
キ
侍
ナ
リ
。 
（
巻
第
六
、
三
一
七
頁
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
直
前
に
「
御
祈
請
」
と
「
仏
神
」
が
あ
る
た
め
冥
衆
の
感
応
の
意
で
あ
ろ
う
。「
冥
罰
」
一
例
一
同
ニ
天
道
0
0
ニ
マ任
カ
セ
マ
イ
ラ
セ
テ
、
無
道
ニ
事
ヲ
オ
行コ
ナ
ハ
ヾ
冥
罰
0
0
ヲ
マ待
タ
ル
ベ
慈
円
『
愚
管
抄
』
の
冥
顕
論
と
道
理
史
観
（63）168
キ
ナ
リ
。 
（
巻
第
七
、
三
四
九
頁
）
は
、
直
前
に
「
天
道
」
が
あ
る
た
め
明
ら
か
に
冥
衆
の
譴
罰
の
意
で
あ
る
。「
冥
加
」
二
例
「〔
…
〕
サ
候
ハ
ズ
ハ
猶
モ
ウ打
チ
フ伏
セ
ラ
レ
モ
ヤ
シ
候
ハ
マ
シ
。
ソ
ノ
血
ノ
カ掛
ヽ
リ
ヤ
ウ
ハ
、
カ
ヘ
リ
テ
冥
加
0
0
ト
ゾ
ヲ覚
ボ
ヘ
候
ニ
シ
」
ト
ゾ
カ語
タ
リ
侍
リ
ケ
ル
。
 
（
巻
第
四
、
二
一
九
頁
）
「〔
…
〕
カ
ヽ
ル
者
ヲ
郎
従
ニ
モ持
チ
テ
候
ハ
ヾ
、
頼
朝
マ
デ
冥
加
0
0
候
ハ
ジ
ト
思
ヒ
テ
、
ウ
失シ
ナ
イ
候
ニ
キ
」
ト
コ
ソ
申
ケ
レ
。 
（
巻
第
六
、
二
七
七
頁
）
は
、
文
脈
か
ら
し
て
恐
ら
く
や
は
り
冥
衆
の
加
護
の
意
で
あ
ろ
う
。
　
後
者
の
単
字
の
「
冥
」
は
、
す
べ
て
道
理
や
作
為
、
作
用
が
冥
然
と
し
て
知
り
難
い
こ
と
の
意
で
あ
るＣ
。
道
理
が
知
り
難
い
と
い
う
意
の
用
例
（「
冥
」「
冥
ノ
」）
と
し
て
は
、「
冥0
顕
和
合
シ
テ
道
理
0
0
ヲ
道
理
0
0
ニ
テ
ト通
ヲ
ス
ヤ
ウ
ハ
ハ始
ジ
メ
ナ
リ
」、「
冥
ノ
道
理
0
0
0
0
ノ
ユ
ク
〳
〵
ト
ウ移
ツ
リ
ユ
ク
ヲ
顕
ノ
人
ハ
ヱ得
心
得
ヌ
0
0
0
道
理
」（
巻
第
七
、
三
二
五
頁
）
と
「
冥0
顕
ノ
二
ノ
道0
」
（
巻
第
七
、
三
三
四
〜
五
頁
）、「
冥0
顕
、
首
尾
、
始
中
終
、
過
現
当
、
イ
サ
ヽ
カ
モ
事
ノ
道
理
0
0
ニ
カ適
ナ
フ
ミ道
チ
侍
リ
ナ
ン
ヤ
」（
巻
第
七
、
三
四
六
頁
）
の
四
つ
が
あ
る
。
な
お
次
項
で
補
説
す
る
よ
う
に
、
こ
の
冥
の
道
理
は
冥
然
た
る
知
り
難
い
道
理
で
あ
る
と
と
も
に
、
冥
衆
す
な
わ
ち
仏
神
に
よ
る
道
理
で
も
あ
る
。
　
ま
た
、
作
為
と
作
用
に
つ
い
て
の
用
例
（「
冥
ニ
」）
は
四
つ
あ
り
、
そ
の
作
為
に
つ
い
て
の
も
の
二
例
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
ソ
ノ
仰
セ
コ
詞ト
バ
ヽ
、「〔
…
〕
コ
ノ
ト
モ輩
ガ
ラ
ホ滅
ロ
ボ
サ
ン
ズ
ル
逆
乱
ハ
イ
カ
バ
カ
リ
ノ
コ
ト
ニ
テ
カ
ハ
ア
ル
ベ
キ
ナ
レ
バ
、
冥
ニ
0
0
天
道
ノ
御0
サ沙
タ汰
ノ
ホ
カ
ニ
、
顕
ニ
汝
等
ヲ
ニ憎
ク
ヽ
モ
ウ
疑タ
ガ
イ
モ
ヲ思
ボ
シ
メ召
ス
コ
ト
ハ
ナ
キ
也
」。
 
（
巻
第
七
、
三
四
一
〜
二
頁
）
「
コ
ノ
君
イ出
デ
キ
給
テ
、
コ
ノ
日
本
国
ハ
始
終
メ目
デ出
タ
カ
ル
ベ
シ
」
ト
云
道
理
ノ
ヒ
シ
ト
サ定
ダ
マ
リ
シ
カ
バ
、
コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
神
明
ノ
冥
ニ
0
0
ハ
御0
サ沙
タ汰
ア
ル
ニ
カ代
ハ
リ
マ
イ
ラ
セ
テ
、
臣
下
ノ
君
ヲ
立
マ
イ
ラ
セ
シ
ナ
リ
。 
（
巻
第
七
、
三
四
八
頁
）
こ
れ
ら
二
例
は
、
直
後
直
前
に
「
天
道
」「
神
明
」
と
あ
る
も
の
の
、
前
後
の
文
脈
か
ら
し
て
天
道
神
明
の
存
在
で
な
く
そ
の
「
御
サ沙
タ汰
」
す
な
わ
ち
作
為
の
知
り
難
い
こ
と
が
「
冥
」
と
さ
れ
て
い
よ
う
。
　
作
用
に
つ
い
て
の
も
の
二
例
も
こ
れ
ら
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
顕
ニ
ハ
「
武
士
ガ
世
ニ
テ
有
ベ
シ
」
ト
宗
廟
ノ
神
モ
定
メ
ヲ思
ボ
シ
メ召
シ
タ
ル
コ
ト
ハ
、
今
ハ
道
理
ニ
カ適
ナ
イ
テ
必
然
ナ
リ
。
其
上
ハ
平
家
ノ
多
ク
怨
霊
モ
ア
リ
、「
只
冥
ニ
0
0
因
果
ノ
コ応
タ
ヘ
ユ
ク
0
0
0
ニ
ヤ
」
ト
ゾ
心
ア
ル
人
ハ
思
フ
ベ
キ
。
 
（
巻
第
六
、
三
〇
四
〜
五
頁
）
人
間
界
ニ
ハ
怨
憎
会
苦
、
カ
必ナ
ラ
ズ
ハ果
タ
ス
ト
コ
ロ
ナ
リ
。
タ
ヾ
口
ニ
テ
一
言
、
ワ我
レ
ニ
マ勝
サ
リ
タ
ル
人
ヲ
過
分
ニ
放
言
シ
ツ
レ
バ
、
当
座
ニ
ム
ズ
ト
ツ突
キ
コ殺
ロ
シ
テ
命
ヲ
ウ
失シ
ナ
ハ
ル
ヽ
ナ
リ
。
怨
霊
ト
云
ハ
、
セ詮
ン
ハ
タ
ヾ
現
世
ナ
ガ
ラ
フ深
カ
ク
意
趣
ヲ
ム結
ス
ビ
テ
カ
仇タ
キ
ニ
ト取
リ
テ
、
小
家
ヨ
リ
天
下
ニ
モ
ヲ及
ヨ
ビ
テ
、
ソ
ノ
カ
仇タ
キ
ヲ
ホ掘
リ
マ転
ロ
バ
カ
サ
ン
ト
シ
テ
、
讒
言
ソ虚
ラ
事
ヲ
ツ作
ク
リ
イ出
ダ
ス
ニ
テ
、
世
ノ
ミ乱
ダ
レ
又
人
ノ
損
ズ
ル
事
ハ
タ
ヾ
ヲ同
ナ
ジ
事
ナ
リ
。
顕
ニ
ソ
ノ
ム報
ク
イ0
ヲ
ハ果
タ
サ
ネ
バ
冥
ニ
0
0
ナ
ル
バ
カ
リ
ナ
リ
。 
（
巻
第
七
、
三
三
九
頁
）
こ
れ
ら
二
例
は
、
一
見
す
る
と
「
怨
霊
」
の
存
在
が
「
冥
」
と
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
前
後
の
文
脈
か
ら
し
て
怨
霊
の
「
コ応
タ
ヘ
ユ
ク
」「
ム報
ク
イ
」
す
な
わ
ち
応
酬
報
復
の
知
り
難
い
こ
と
が
「
冥
」
と
さ
れ
て
い
よ
うＤ
。
こ
れ
ら
「
冥
ニ
」
四
例
は
先
行
研
究
で
冥
界
で
の
意
に
解
さ
れ
て
き
た
が
、
冥
然
と
の
意
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、『
愚
管
抄
』
に
お
け
る
「
冥
」
は
す
べ
て
仏
神
か
難
知
の
意
で
あ
る
。
当
時
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
冥
途
や
冥
府
な
ど
の
語
は
『
愚
管
抄
』
に
な
く
、
同
書
の
「
冥
」
の
用
法
は
決
し
て
同
時
代
の
そ
れ
を
代
表
す
る
よ
う
な
も
の
で
な
か
っ
たＥ
。
第
三
項
　
道
理
の
潜
移
と
智
解
　
前
項
で
は
、『
愚
管
抄
』
に
お
け
る
「
冥
」
十
七
例
を
分
析
し
た
。
で
は
、
こ
の
冥
顕
論
に
よ
っ
て
叙
述
さ
れ
た
道
理
史
観
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
　
慈
円
に
よ
れ
ば
、「
三
宝
諸
天
ノ
利
生
」「
冥
衆
ノ
利
生
」（
巻
第
四
、
二
〇
〇
頁
）
や
「
安
芸
ノ
イ
厳ツ
ク
シ島
マ
ノ
明
神
ノ
利
生
」（
巻
第
五
、
二
六
五
頁
）、「
仏
神
ノ
利
生
」「
利
生
ノ
本
意
」（
巻
第
六
、
三
一
七
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
冥
衆
す
な
わ
ち
仏
神
の
本
意
は
衆
生
を
利
益
す
る
こ
と
に
あ
るＦ
。
ま
た
、「
内
外
典
ニ
滅
罪
生
善
ト
（
イ
フ
）
道
理
、
遮
悪
持
善
ト
イ
フ
道
理
、
諸
悪
莫
作
、
諸
善
奉
行
ト
イ
フ
仏
説
ノ
キ
ラ
〳
〵
ト
シ
テ
」（
巻
第
七
、
三
二
七
頁
）
あ
り
、
善
を
行
い
悪
を
止
め
る
と
い
う
道
理
が
燦
然
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
内
外
古
早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　
第
10
号
（64）167
典
に
顕
然
と
し
て
い
て
知
り
易
い
道
理
が
、
顕
の
道
理
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
慈
円
は
本
朝
史
を
七
分
し
、
そ
の
第
一
期
に
つ
い
て
斯
く
述
べ
た
。
神
武
ヨ
リ
成
務
マ
デ
十
三
代
ハ
、
王
法
俗
諦
バ
カ
リ
ニ
テ
イ
些サ
ヽ
カ
ノ
ヤ
ウ
モ
ナ
ク
、
皇
子
〳
〵
ウ打
チ
ツ続
ヾ
キ
テ
八
百
四
十
六
年
ハ
ス過
ギ
ニ
ケ
リ
。
 
（
巻
第
七
、
三
二
四
頁
）
一 
、
冥
顕
和
合
シ
テ
道
理
ヲ
道
理
ニ
テ
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
ト通
ヲ
ス0
ヤ
ウ
ハ
ハ始
ジ
メ
ナ
リ
。
コ
レ
ハ
神
武
ヨ
リ
十
三
代
マ
デ
カ
。 
（
巻
第
七
、
三
二
五
頁
）
神
武
乃
至
成
務
朝
の
十
三
代
は
、
冥
と
顕
の
道
理
が
和
合
し
て
お
り
道
理
が
そ
の
ま
ま
で
通
用
し
た
、
と
い
う
。
そ
の
た
め
当
時
は
天
皇
が
親
政
し
、
皇
位
を
長
子
に
伝
え
、
仏
法
も
不
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
は
「
最
道
理
0
0
0
ハ
十
三
代
成
務
マ
デ
、
継
体
正
道
ノ
マ
ヽ
ニ
テ
、
一
向
国
王
世
ヲ
一
人
シ
テ
輔
佐
ナ
ク
テ
事
カ欠
ケ
ザ
ル
ベ
シ
」（
巻
第
三
、
一
三
〇
頁
）
と
も
評
さ
れ
る
。
　
問
題
は
日
本
が
減
劫
の
時
運
に
あ
っ
て
、
百
年
に
一
歳
ず
つ
寿
命
が
短
く
な
る
と
と
も
に
、
人
の
器
量
が
悪
く
な
り
邪
魔
悪
霊
が
力
を
逞
し
く
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
たＧ
。
こ
れ
は
「
法
爾
ノ
時
運
」（
巻
第
五
、
二
六
六
頁
）
と
も
称
さ
れ
る
自
然
の
時
運
で
あ
り
、
た
と
え
仏
神
で
あ
っ
て
も
動
か
し
得
な
いＨ
。
そ
の
た
め
、「
世
ノ
末
ニ
世
ノ
中
ハ
ヲ穏
ダ
シ
カ
ル
マ
ジ
ト
云
道
理
」（
巻
第
七
、
三
四
六
頁
）
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
　
そ
こ
で
仏
神
は
、
末
代
に
及
ん
で
も
日
本
が
亡
び
な
い
よ
う
に
、
新
し
い
道
理
を
作
っ
た
り
す
で
に
あ
る
道
理
を
作
り
変
え
た
り
し
て
い
く
。
こ
れ
を
慈
円
は
「
世
中
ノ
道
理
ノ
次
第
ニ
ツ作
ク
リ
カ変
ヘ
ラ
レ
テ
、
世
ヲ
マ護
モ
ル
、
人
ヲ
モ護
ル
」（
巻
第
七
、
三
二
一
頁
）、「
日
本
国
ノ
世
ノ
ハ始
ジ
メ
ヨ
リ
次
第
ニ
王
臣
ノ
器
量
果
報
ヲ
衰ト
ロ
ヘ
ユ
ク
ニ
シ
随タ
ガ
イ
テ
、
カ
ヽ
ル
道
理
ヲ
ツ作
ク
リ
カ変
ヘ
〳
〵
シ
テ
世
ノ
中
ハ
ス過
グ
ル
ナ
リ
」（
巻
第
七
、
三
二
六
頁
）
と
述
べ
るＩ
。
　
し
か
し
清
水
正
之
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
原
則
と
し
て
仏
神
は
不
言
で
あ
り
、
そ
の
新
し
い
道
理
は
事
件
に
よ
っ
て
示
さ
れ
るＪ
。例
え
ば
、仏
神
は
欽
明
朝
に
「「
仏
法
ナ
ク
テ
ハ
、
仏
法
ノ
ワ渡
タ
リ
ヌ
ル
ウ
ヘ
ニ
ハ
、
王
法
ハ
ヱ得
ア
ル
マ
ジ
キ
ゾ
」
ト
イ
フ
コ
理ト
ハ
リ
」（
巻
第
三
、
一
三
七
頁
）
を
作
っ
た
。
こ
の
新
し
い
道
理
が
作
ら
れ
た
こ
と
は
明
示
さ
れ
ず
、
人
は
同
朝
の
仏
法
伝
来
と
い
う
事
件
か
ら
、
そ
の
背
後
に
あ
る
冥
衆
の
冥
然
た
る
道
理
を
推
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
　
多
く
の
人
は
道
理
が
作
り
変
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
や
、
そ
れ
が
如
何
に
作
り
変
え
ら
れ
て
い
く
か
を
正
し
く
理
解
で
き
な
い
。
本
朝
史
を
七
分
し
た
慈
円
は
、
そ
の
第
二
、
第
三
期
を
次
の
如
く
描
写
す
る
。
二 
、
冥
ノ
道
理
ノ
ユ
ク
〳
〵
ト
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
ウ移
ツ
リ
ユ
ク
ヲ
顕
ノ
人
ハ
0
0
0
0
0
0
0
0
ヱ得
心
得
ヌ
0
0
0
道
理
、
コ
レ
ハ
前
後
首
尾
ノ
タ違
ガ
ヒ
〳
〵
シ
テ
、
ヨ善
キ
モ
ヨ善
ク
テ
モ
ト通
ヲ
ラ
ズ
、
ワ悪
ロ
キ
モ
ワ悪
ロ
ク
テ
モ
ハ果
テ
ヌ
ヲ
人
ノ
ヱ得
心
得
ヌ
ナ
リ
。
コ
レ
ハ
仲
哀
ヨ
リ
欽
明
マ
デ
カ
。
三 
、
顕
ニ
ハ
0
0
0
「
道
理
カ
ナ
0
0
0
0
」
ト
ミ
ナ
人
0
0
0
0
ユ許
ル
シ
テ
ア
レ
ド
0
0
0
0
0
、
冥
衆
ノ
御
心
ニ
ハ
0
0
0
0
0
0
0
カ適
ナ
ハ
ヌ
0
0
道
理
ナ
リ
。
コ
レ
ハ
ヨ善
シ
ト
思
テ
シ
ツ
ル
コ
ト
ノ
カ
必ナ
ラ
ズ
後
悔
ノ
ア
ル
ナ
リ
。
ソ
ノ
時
道
理
ト
思
テ
ス
ル
人
ノ
、
後
ニ
ヲ思
モ
ヒ
ア合
ハ
セ
テ
サ悟
ト
リ
知
也
。
コ
レ
ハ
敏
達
ヨ
リ
後
一
条
院
ノ
御
堂
ノ
関
白
マ
デ
カ
。 
（
巻
第
七
、
三
二
五
頁
）
こ
の
よ
う
に
、
嘗
て
は
和
合
し
て
い
た
冥
然
た
る
道
理
と
顕
然
た
る
そ
れ
が
、
時
と
と
も
に
齟
齬
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
と
さ
れ
る
。
　
仏
神
は
人
の
た
め
に
ま
す
ま
す
道
理
を
作
り
変
え
て
い
く
が
、
人
は
器
量
が
衰
え
て
い
く
た
め
ま
す
ま
す
そ
れ
を
正
し
く
理
解
で
き
な
く
な
り
、
天
下
は
ま
す
ま
す
穏
や
か
で
な
く
な
っ
て
い
く
。
第
七
期
の
正
治
元
年
（
1 
1 
9 
9
）
以
降
は
、「
サ
レ
バ
今
ハ
道
理
イ
フ
モ
ノ
ハ
ナ
キ
ニ
ヤ
」（
巻
第
七
、
三
二
六
頁
）
と
歎
か
れ
る
ほ
ど
に
至
る
。
た
だ
し
、
そ
の
時
々
に
多
か
れ
少
な
か
れ
道
理
を
知
る
人
が
登
場
し
、
天
下
は
再
興
し
国
運
は
延
長
す
る
。
こ
の
推
移
を
慈
円
は
、「
次
第
ニ
オ
衰ト
ロ
ヘ
テ
ハ
又
オ興
コ
リ
〳
〵
シ
テ
、
オ興
コ
ル
タ
ビ
ハ
、
オ
衰ト
ロ
ヘ
タ
リ
ツ
ル
ヲ
、
ス少
コ
シ
モ持
チ
オ興
コ
シ
〳
〵
シ
テ
ノ
ミ
コ
ソ
、
今
日
マ
デ
世
モ
人
モ
侍
ル
メ
レ
」（
巻
第
三
、
一
四
七
頁
）
と
説
明
す
る
。
　
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
重
要
な
の
は
道
理
を
知
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
で
は
、
そ
の
道
理
は
如
何
に
す
れ
ば
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
。
慈
円
は
、「
惣
ジ
テ
僧
モ
俗
モ
今
ノ
世
ヲ
ミ見
ル
ニ
、
智
解
0
0
ノ
ム無
ゲ下
ニ
ウ失
セ
テ
学
問
0
0
ト
云
コ
ト
ヲ
セ
ヌ
ナ
リ
」
（
巻
第
七
、
三
一
九
頁
）
と
歎
い
て
学
問
を
勧
め
、
ま
た
道
理
に
つ
い
て
「
イ
カ
ニ
心
得
ア合
ハ
ス
ベ
キ
ゾ
ト
イ言
フ
ニ
、
サ
ラ
ニ
〳
〵
人
コ
レ
ヲ
オ教
シ
フ
ベ
カ
ラ
ズ
。
智
恵
ア
ラ
ン
人
ノ
ワ我
ガ
智
解
ニ
テ
0
0
0
0
0
シ知
ル
ベ
キ
ナ
リ
0
0
0
0
0
」（
巻
第
七
、
三
二
七
頁
）
と
説
い
た
。
　
し
か
も
智
解
が
あ
れ
ば
、
そ
の
多
少
に
随
っ
て
人
の
心
や
未
来
さ
え
も
知
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
。
智0
フ深
カ
キ
人
0
0
ハ
コ
ノ
コ
理ト
ハ
リ
ノ
ア鮮
ザ
ヤ
カ
ナ
ル
ヲ
ヒ
シ
ト
心
ヘ得
ツ
レ
バ
、
他
心
智
0
0
0
慈
円
『
愚
管
抄
』
の
冥
顕
論
と
道
理
史
観
（65）166
未
来
智
0
0
0
ナ
ド
ヲ
ヱ得
タ
ラ
ン
ヤ
ウ
ニ
、
ス少
コ
シ
モ
タ違
ガ
ハ
ズ
カ予
ネ
テ
モ
シ知
ラ
ル
ヽ
也
。
〔
…
〕
コ
ノ
世
ニ
モ
ス少
コ
シ
カ
賢シ
コ
キ
人
ノ
物
ヲ
オ思
モ
ヒ
ハ計
カ
ラ
フ
ハ
、
随
分
ニ
ハ
サ
ノ
ミ
コ
ソ
候
ヘ
。 
（
巻
第
五
、
二
六
六
頁
）
こ
の
よ
う
に
、
人
は
学
問
し
て
得
た
智
解
に
よ
っ
て
自
ら
冥
顕
の
道
理
を
、
そ
し
て
未
来
な
ど
も
知
る
こ
と
が
出
来
る
と
さ
れ
て
い
る
。『
愚
管
抄
』
に
お
い
て
冥
顕
や
未
来
は
、
夢
よ
り
も
智
解
に
よ
っ
て
知
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
結
語
　
以
上
本
稿
で
は
、
慈
円
『
愚
管
抄
』
の
語
彙
用
例
を
分
析
し
、
そ
の
冥
顕
論
と
道
理
史
観
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
　
同
書
に
十
七
例
あ
る
「
冥
」
は
、
す
べ
て
仏
神
の
意
か
、
道
理
や
作
為
、
作
用
の
冥
然
と
し
て
知
り
難
い
こ
と
の
意
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
冥
の
世
界
な
ど
の
分
析
概
念
が
よ
く
用
い
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
よ
う
な
用
例
は
同
書
に
存
在
し
な
い
。
近
年
拡
大
し
つ
つ
あ
る
、『
愚
管
抄
』
に
お
け
る
「
冥
」
と
は
不
可
視
の
意
で
あ
り
、
不
可
視
の
怨
霊
邪
鬼
な
ど
も
冥
衆
だ
と
い
う
理
解
は
臆
測
で
し
か
な
い
。
　
そ
し
て
『
愚
管
抄
』
の
道
理
史
観
と
は
、
冥
然
た
る
道
理
と
顕
然
た
る
そ
れ
の
離
合
に
よ
っ
て
本
朝
史
を
叙
述
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
器
量
劣
化
の
時
運
と
い
う
法
爾
の
道
理
が
あ
る
た
め
、
仏
神
は
道
理
を
新
し
く
作
っ
た
り
作
り
変
え
た
り
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
冥
の
道
理
を
器
量
の
劣
っ
た
人
は
理
解
で
き
ず
、
世
は
ま
す
ま
す
乱
れ
て
い
く
。
し
か
し
そ
れ
で
も
学
問
を
積
み
智
解
を
得
た
な
ら
ば
、
冥
顕
の
道
理
な
ど
を
理
解
し
て
日
本
の
国
運
を
延
長
で
き
る
と
さ
れ
た
。
　
そ
れ
ま
で
の
歴
史
思
想
の
流
れ
を
汲
ん
だ
箇
所
も
あ
る
に
せ
よ
、『
愚
管
抄
』
の
道
理
史
観
が
極
め
て
特
異
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
の
道
理
史
観
と
密
接
に
関
連
し
た
同
書
の
冥
顕
論
も
ま
た
特
異
で
あ
る
こ
と
は
、
当
然
だ
と
も
言
い
得
る
。『
愚
管
抄
』
に
着
目
し
て
当
時
の
冥
顕
論
全
体
を
推
論
す
る
こ
と
は
乱
暴
で
あ
り
、
況
し
て
誤
解
を
採
用
し
て
日
本
思
想
通
史
を
叙
述
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
叙
述
は
大
き
く
歪
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
し
ま
お
う
。
註
本
稿
で
用
い
た
史
料
の
書
誌
は
以
下
の
通
り
。
引
用
に
当
た
っ
て
は
適
宜
字
体
と
句
読
を
改
め
、
訓
点
や
傍
点
、
傍
記
、
括
弧
、
頁
数
を
付
し
、
改
行
を
省
い
た
。
『
鎌
倉
遺
文
』
…
東
京
堂
出
版
。『
愚
管
抄
』
…
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）。『
破
邪
論
』
…
大
正
新
修
大
蔵
経
（
大
蔵
出
版
）。『
説
文
解
字
』、『
文
選
』、
同
六
臣
註
…
四
部
叢
刊
（
商
務
印
書
館
）。『
霊
能
真
柱
』
…
日
本
思
想
大
系
（
岩
波
書
店
）。
（
1
）　
大
隅
和
雄
『
愚
管
抄
│
│
全
現
代
語
訳
│
│
』、
講
談
社
、
2 
0 
1 
2
（
初
刊
1 
9 
7 
1
）、
三
八
〇
頁
。
ま
た
、
三
五
二
、
三
九
四
、
四
〇
四
、
四
一
〇
、
四
一
二
頁
な
ど
参
照
。
な
お
こ
の
現
代
語
訳
の
背
景
に
は
、「
冥
顕
」
を
「
幽
界
と
明
界
。
神
仏
界
と
人
界
」
と
し
た
中
島
悦
次
『
愚
管
抄
全
註
解
』（
有
精
堂
出
版
、
1 
9 
6 
9
﹇
初
刊
1 
9 
3 
1
﹈、
五
九
〇
頁
）
や
、「
眼
に
見
え
な
い
世
界
」
と
「
眼
に
見
え
る
世
界
」
と
し
た
岡
見
正
雄
・
赤
松
俊
秀
校
注
『
愚
管
抄
』（﹇『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
八
六
﹈、
岩
波
書
店
、
1 
9 
6 
7
、
三
〇
四
頁
。
ま
た
、
三
四
六
、
三
四
八
頁
な
ど
参
照
）
が
あ
る
。
加
藤
孝
子
も
、「
冥
と
は
、
顕
に
対
す
る
言
葉
で
、
顕
の
人
間
界
を
指
す
に
対
し
て
幽
界
、
あ
る
い
は
神
仏
界
を
い
う
も
の
と
考
え
ら
れ
」
云
々
と
述
べ
て
い
た
（「
愚
管
抄
に
於
け
る
「
道
理
」
と
い
う
こ
と
」、『
説
林
』
一
、
1 
9 
5 
7
、
五
一
頁
）。
　
な
お
、
中
島
の
「
幽
界
と
明
界
」
と
い
う
註
釈
は
平
田
国
学
の
幽
顕
論
を
髣
髴
さ
せ
る
。
平
田
篤
胤
は
『
霊
能
真
柱
』
巻
下
（
文
化
九
年
﹇
1 
8 
1 
2
﹈
成
立
）
で
、
幽
冥
か
ら
は
顕
世
を
見
得
る
が
顕
世
か
ら
は
幽
冥
を
見
得
な
い
（
一
〇
九
頁
）、
と
述
べ
て
い
る
。
池
見
澄
隆
は
こ
れ
を
紹
介
し
、「
こ
の
よ
う
に
世
界
像
に
関
す
る
物
理
的
で
明
快
・
適
切
な
比
喩
0
0
0
0
0
が
近
世
に
お
い
て
明
ら
か
に
み
ら
れ
る
の
に
対
し
、
冥
・
顕
の
語
が
遍
満
す
る
中
世
で
は
管
見
に
入
ら
な
い
の
で
あ
る
」
と
評
す
る
（
同
編
著
『
冥
顕
論
│
│
日
本
人
の
精
神
史
│
│
』、
法
蔵
館
、
2 
0 
1 
2
、
一
〇
頁
）。
し
か
し
こ
れ
は
、
篤
胤
が
『
愚
管
抄
』
な
ど
の
冥
顕
論
を
継
承
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
篤
胤
の
幽
顕
論
が
中
島
な
ど
に
よ
る
『
愚
管
抄
』
の
解
釈
に
混
入
し
て
今
日
ま
で
温
存
さ
れ
て
き
た
だ
け
だ
、
と
も
考
え
得
る
。
（
2
）　
大
隅
和
雄
「
神
話
か
ら
歴
史
へ
」（
第
五
章
第
二
節
、
初
出
1 
9 
8 
4
）、『
愚
管
抄
を
読
む
│
│
中
世
日
本
の
歴
史
観
│
│
』、
講
談
社
、
1 
9 
9 
9
（
初
刊
1 
9 
8 
6
）、
二
五
七
頁
。
（
3
）　
大
隅
和
雄
「
怨
霊
の
力
」（
第
三
章
第
一
節
、
初
出
1 
9 
7 
4
）、『
愚
管
抄
を
読
む
』（
前
掲
）、
一
二
九
〜
三
四
頁
。
な
お
、『
愚
管
抄
』
に
お
い
て
は
悪
魔
や
邪
神
、
天
狗
な
ど
も
冥
衆
だ
と
す
る
理
解
は
、
夙
に
竹
岡
勝
也
「
愚
管
抄
と
神
皇
正
統
記
」（『
日
本
思
想
の
研
究
』、
同
文
書
院
、
1 
9 
4 
0
、
六
七
頁
）
に
も
見
ら
れ
る
。
（
4
）　
末
木
文
美
士
「
仏
教
と
中
世
神
道
論
│
│
神
・
仏
・
天
皇
論
の
展
開
│
│
」（﹇
第
三
部
第
十
章
﹈、
『
鎌
倉
仏
教
展
開
論
』、
ト
ラ
ン
ス
ビ
ュ
ー
、
2 
0 
0 
8
、
二
八
〇
〜
一
頁
）
や
池
見
澄
隆
「
序
」
に
か
え
て
│
│
冥
・
顕
論
の
地
平
│
│
」（
前
掲
、
七
頁
）
な
ど
。
な
お
、
船
田
淳
一
は
大
隅
説
に
つ
い
て
「
冥
・
顕
の
関
係
性
を
剔
抉
し
た
も
の
と
し
て
、
正
鵠
を
射
て
い
る
か
と
思
わ
れ
魅
力
的
で
あ
る
も
の
の
、
思
想
家
た
る
慈
円
が
決
し
て
『
愚
管
抄
』
内
部
に
お
い
て
、
そ
れ
を
論
理
的
に
言
葉
を
も
っ
て
明
示
し
な
か
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
」
と
述
べ
（「
中
世
神
道
論
に
お
け
る
冥
と
顕
│
│
慈
遍
の
著
作
を
中
心
に
│
│
」、
同
前
書
、
六
五
〜
六
頁
）、
前
川
健
一
も
池
見
の
用
早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　
第
10
号
（66）165
い
る
「
冥
界
」
や
「
冥
衆
」
に
つ
い
て
「
あ
く
ま
で
分
析
概
念
で
あ
っ
て
、
中
世
に
お
け
る
実
際
の
用
法
と
は
必
ず
し
も
対
応
し
な
い
」
と
評
し
て
い
る
（「
池
見
澄
隆
編
著
『
冥
顕
論
│
│
日
本
人
の
精
神
史
│
│
』」、『
日
本
思
想
史
学
』
四
四
、
2 
0 
1 
2
、
二
七
九
頁
）。
（
5
）　
『
愚
管
抄
』
に
お
け
る
「
末
法
」
の
用
例
は
、
原
田
隆
吉
が
指
摘
し
た
（「
愚
管
抄
の
論
理
」、『
文
化
』
二
〇
‐
五
、
1 
9 
5 
6
、
七
七
頁
）
よ
う
に
「
マ
誠コ
ト
ニ
ハ
、
末
代
悪
世
、
武
士
ガ
世
ニ
ナ
リ
ハ果
テ
ヽ
末
法
0
0
ニ
モ
イ入
リ
ニ
タ
レ
バ
」（
巻
第
七
、
三
四
〇
頁
）
の
一
つ
し
か
な
い
。
（
6
）　
赤
松
俊
秀
「
愚
管
抄
に
つ
い
て
」（
初
出
1 
9 
4 
8
）、『
鎌
倉
仏
教
の
研
究
』、
平
楽
寺
書
店
、
1 
9 
5 
7
。
（
7
）　
な
お
、
名
波
弘
彰
は
「『
愚
管
抄
』
に
は
夢
告
へ
の
言
及
が
な
く
」
云
々
と
述
べ
た
（「
晩
年
の
慈
円
と
『
愚
管
抄
』
│
│
祈
り
と
夢
告
│
│
」、『
寺
小
屋
語
学
文
化
研
究
所
論
叢
』
二
、
1 
9 
8 
3
、
八
一
頁
）
が
、
こ
れ
は
過
言
で
あ
る
。
例
え
ば
、
慈
円
同
母
兄
の
九
条
兼
実
に
つ
い
て
「
二
心
ナ
ク
祈
請
セ
サ
セ
ラ
レ
ケ
ル
ニ
、
又
ア新
ラ
タ
ニ
ト
ゲ現
ン
ズ
ル
ツ告
ゲ0
ノ
ア
リ
ケ
レ
バ
」（
巻
第
六
、
二
七
五
頁
）
な
ど
と
あ
る
（
8
）　
『
愚
管
抄
』
が
幼
学
書
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
慈
円
『
愚
管
抄
』
幼
学
書
説
│
│
そ
の
想
定
読
者
に
着
目
し
て
│
│
」（『
日
本
思
想
史
学
』
四
七
、
2 
0 
1 
5
）
参
照
。
な
お
筆
者
は
嘗
て
、
政
道
に
精
励
し
て
い
た
同
母
兄
の
九
条
兼
実
が
、
願
文
「
奉p
籠w
金
銅
盧
遮
那
仏
大
像
生
身
法
身
舎
利q
事
」（
寿
永
二
年
﹇
1 
1 
8 
3
﹈
五
月
十
九
日
付
）
で
は
天
下
の
興
廃
は
東
大
寺
の
興
廃
に
よ
る
と
暗
示
し
て
い
る
、
と
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
（『
摂
関
院
政
期
思
想
史
研
究
』、
思
文
閣
出
版
、
2 
0 
1 
3
、
一
二
三
頁
）。
（
9
）　
例
え
ば
、
許
慎
『
説
文
解
字
』
巻
第
七
上
冥
部
は
「
冥
、
幽
也
」
と
解
し
、
ま
た
江
淹
「
潘
黄
門
」（「
雑
体
詩
卅
首
」、『
文
選
』
巻
第
卅
一
雑
擬
下
）
に
あ
る
「
冥
冥
」
を
李
善
と
李
周
翰
は
そ
れ
ぞ
れ
「
幽
昧
也
」「
昏
闇
也
」
と
註
し
て
い
る
。
　
　
　
な
お
、「
冥
」
と
「
顕
」
は
対
義
語
で
あ
る
が
、
そ
の
用
法
は
完
全
な
対
称
で
な
い
。『
愚
管
抄
』
に
「
冥
衆
」
は
あ
る
が
顕
衆
は
な
く
、
ま
た
冥
ノ
仏
神
な
ど
は
な
い
が
「
顕
ノ
人
」（
本
論
後
掲
）
は
あ
る
。
（
10
）　
田
中
綾
子
「『
愚
管
抄
』
に
見
る
「
冥
」
の
観
念
に
つ
い
て
」、『
文
学
・
史
学
』
一
七
、
1 
9 
9 
5
、
六
八
頁
。
ま
た
、
佐
藤
正
英
も
「
冥
と
は
、
天
照
大
神
、
春
日
大
明
神
、
八
幡
大
菩
薩
を
は
じ
め
と
す
る
宗
廟
社
稷
の
神
々
で
あ
る
」
と
し
（「
中
世
に
お
け
る
道
理
│
│
『
愚
管
抄
』
を
中
心
に
│
│
」、
金
子
武
蔵
編
『
日
本
に
お
け
る
理
法
の
問
題
』、
理
想
社
、
1 
9 
7 
0
、
一
〇
四
頁
）、
清
水
正
之
も
「『
愚
管
抄
」
の
い
う
「
冥
」
は
、
こ
う
し
た
「
悪
神
邪
神
」
を
包
含
し
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
（「『
愚
管
抄
』
に
お
け
る
理
法
と
歴
史
│
│
道
理
の
概
念
を
中
心
に
│
│
」、『
倫
理
学
年
報
』
二
五
、
1 
9 
7 
6
、
一
七
〇
頁
）。
（
11
）　
大
隅
和
雄
は
、
仏
神
や
権
者
な
ど
四
種
を
「
眼
に
見
え
ぬ
力0
を
持
っ
て
歴
史
や
世
の
中
を
動
か
す
も
の
」
と
も
評
す
る
（「
怨
霊
の
力
」﹇
前
掲
﹈、
一
三
四
頁
）。
し
か
し
『
愚
管
抄
』
に
お
い
て
、
権
者
は
智
解
が
最
高
完
全
で
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
で
は
凡
夫
と
同
じ
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
権
者
に
目
視
で
き
な
い
力
が
あ
っ
て
凡
夫
と
異
な
る
と
い
う
大
隅
説
は
や
は
り
成
立
し
な
い
。
（
12
）　
『
愚
管
抄
』
に
お
け
る
冥
顕
の
道
理
に
つ
い
て
は
、
和
辻
哲
郎
の
「
冥
の
道
理
0
0
0
0
と
は
神
的
な
道
理
、
も
し
く
は
形
而
上
的
な
道
理
で
あ
り
、
顕
の
道
理
0
0
0
0
と
は
自
覚
せ
ら
れ
た
道
理
、
も
し
く
は
現
実
に
実
現
せ
ら
れ
た
道
理
で
あ
る
」
と
い
う
解
釈
（『
日
本
倫
理
思
想
史
』
上
、
岩
波
書
店
、
1 
9 
5 
2
、
三
二
二
頁
、
傍
点
マ
マ
）
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
冥
」
の
難
知
と
い
う
意
味
で
の
用
法
は
、
平
安
以
前
の
日
本
で
多
く
見
ら
れ
た
も
の
で
な
い
が
、
先
行
仏
典
に
も
あ
り
慈
円
の
独
創
で
な
い
。
例
え
ば
、
法
琳
は
『
破
邪
論
』
巻
下
で
、「
冥
理
」
は
知
り
難
く
人
情
は
惑
い
易
い
と
し
た
（
四
八
八
頁
）。
（
13
）　
前
者
の
「
顕
ニ
ハ
0
0
0
「
武
士
ガ
世
ニ
テ
有
ベ
シ
」
ト
宗
廟
ノ
神
モ
定
メ
ヲ思
ボ
シ
メ召
シ
タ
ル
コ
ト
ハ
」
云
々
は
、
宗
廟
の
神
が
今
を
武
士
の
世
と
定
め
た
こ
と
は
顕
然
と
し
て
い
る
が
、
そ
う
で
あ
り
な
が
ら
平
氏
も
源
氏
も
滅
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
怨
霊
の
た
め
因
果
が
冥
然
と
作
用
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
見
る
べ
き
だ
、
と
の
意
で
あ
る
。
後
者
で
は
、
放
言
さ
れ
た
人
が
即
座
に
刺
し
殺
す
こ
と
を
顕
然
た
る
知
り
易
い
報
復
と
し
、
怨
霊
に
な
っ
て
祟
り
を
成
す
こ
と
を
冥
然
た
る
知
り
難
い
報
復
と
し
て
い
る
。
（
14
）　
田
中
綾
子
も
、『
愚
管
抄
』
に
死
後
と
関
連
付
け
ら
れ
た
「
冥
」
の
用
例
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（「『
愚
管
抄
』
に
見
る
「
冥
」
の
観
念
に
つ
い
て
」﹇
前
掲
﹈、
五
四
頁
）。
（
15
）　
た
だ
し
、「
冥
衆
ノ
利
生
モ
、
又
ナ半
カ
バ
ヽ
人
ノ
心
ニ
ノ乗
リ
テ
コ
ソ
、
機
縁
ハ
和
合
シ
テ
、
事
ヲ
バ
ナ成
ス
ル
事
ニ
テ
侍
レ
」（
巻
第
四
、
二
〇
〇
頁
）
や
「
仏
神
ノ
利
生
ノ
ウ
器ツ
ハ
物
ト
ナ
リ
テ
」
（
巻
第
六
、
三
一
七
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
仏
神
の
利
生
も
半
ば
は
人
を
待
ち
人
を
器
と
し
て
実
現
す
る
と
さ
れ
る
。
（
16
）　
浅
野
明
光
は
、「
成
住
壊
空
の
四
劫
に
よ
り
宇
宙
の
展
開
を
説
明
す
る
仏
教
的
世
界
観
」
が
「
愚
管
抄
全
篇
の
依
つ
て
以
て
立
つ
根
本
理
念
」「
諸
の
道
理
の
中
、
最
も
根
本
的
な
る
も
の
」
だ
と
す
る
（「
愚
管
抄
論
（
上
）」、『
文
化
』
八
‐
一
、
1 
9 
4 
1
、
六
八
頁
）。
た
だ
し
慈
円
の
歴
史
思
想
は
、
当
時
共
有
さ
れ
て
い
た
漢
学
の
末
代
観
を
仏
教
の
四
劫
説
で
潤
色
し
た
だ
け
の
も
の
で
し
か
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
末
代
観
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
摂
関
院
政
期
思
想
史
研
究
』（
前
掲
、
第
二
章
「
末
代
観
と
末
法
思
想
」﹇
初
出
2 
0 
0 
8
な
ど
﹈）
や
拙
稿
「
拙
著
『
摂
関
院
政
期
思
想
史
研
究
』
翼
増
三
章
│
│
再
び
平
雅
行
「
破
綻
論
」
な
ど
に
答
う
│
│
」（『
論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
』
二
三
、
2 
0 
1 
4
、
第
一
章
第
二
節
「
末
代
末
法
同
異
弁
」）、
同
「
拙
著
『
摂
関
院
政
期
思
想
史
研
究
』
拾
補
三
章
│
│
四
た
び
平
雅
行
な
ど
の
異
論
に
答
う
│
│
」（『
論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
』
二
四
、
2 
0 
1 
5
、
第
二
章
「
末
代
観
の
形
成
と
表
現
」）
参
照
。
（
17
）　
竹
岡
勝
也
も
、「
仏
神
と
雖
是
〔
時
運
…
引
用
者
註
〕
に
依
つ
て
移
り
行
く
歴
史
の
推
移
を
支
へ
る
力
は
持
た
な
か
つ
た
」、「
仏
神
の
力
を
超
越
し
た
法
爾
自
然
の
力
を
歴
史
推
移
の
原
動
力
と
し
て
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（「
愚
管
抄
と
神
皇
正
統
記
」
﹇
前
掲
﹈、
七
〇
頁
）。
　
　
　
な
お
『
解
深
密
経
』
巻
第
五
如
来
成
所
作
事
品
第
八
は
、
法
爾
道
理
と
は
如
来
の
出
世
不
出
世
に
よ
ら
な
い
道
理
だ
と
す
る
。
阪
口
玄
章
が
指
摘
し
た
（「
愚
管
抄
の
道
理
観
と
解
深
密
経
」、
垣
内
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
文
学
論
攷
』、
文
学
社
、
1 
9 
3 
8
）
よ
う
に
、『
愚
管
抄
』
に
お
け
る
「
法
爾
」
の
用
法
は
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
慈
円
『
愚
管
抄
』
の
冥
顕
論
と
道
理
史
観
（67）164
（
18
）　
丸
山
真
男
は
こ
の
二
文
を
引
用
し
、「
こ
こ
の
表
現
で
、
つ
く
り
か
え
る
主
体
が
不
明
確
な
こ
と
に
注
意
せ
よ
」
と
述
べ
た
（「
歴
史
意
識
の
「
古
層
」
﹇
初
出
1 
9 
7 
2
﹈、『
忠
誠
と
反
逆
│
│
転
形
期
日
本
の
精
神
史
的
位
相
│
│
』、
筑
摩
書
房
、
1 
9 
9 
8
﹇
初
刊
1 
9 
9 
2
﹈、
四
〇
八
頁
）。
し
か
し
、「
太
神
宮
大
菩
薩
ノ
御
心
0
0
0
0
0
0
0
0
0
ニ
テ
コ
ソ
ア
ラ
ン
ズ
レ
。
コ
ノ
道
理
0
0
ハ
ス少
コ
シ
モ
タ違
ガ
ウ
マ
ジ
。
ヒ
シ
ト
サ定
ダ
マ
リ
タ
ル
コ
ト
ニ
テ
侍
ナ
リ
」（
巻
第
七
、
三
四
五
頁
）
な
ど
と
い
う
よ
う
に
、
議
定
し
て
道
理
を
新
し
く
作
っ
た
り
作
り
変
え
た
り
す
る
存
在
は
仏
神
だ
け
で
あ
る
。
重
松
明
久
も
「
冥
の
道
理
と
は
神
々
が
歴
史
の
変
遷
に
対
応
し
て
「
ツ
ク
リ
カ
フ
ル
道
理
」
で
あ
り
」
云
々
と
述
べ
て
い
る
（「
愚
管
抄
の
時
代
区
分
」、『
日
本
歴
史
』
五
〇
、
1 
9 
5 
2
、
五
一
頁
）。
な
お
丸
山
論
文
へ
の
批
判
と
し
て
は
、
山
本
ひ
ろ
子
「
神
話
と
歴
史
の
間
で
」（
同
編
『
神
話
と
歴
史
の
間
で
』﹇『
歴
史
を
問
う
』
一
﹈、
岩
波
書
店
、
2 
0 
0 
2
、
九
〜
一
二
頁
）
参
照
。
（
19
）　
清
水
正
之
「
機
」
と
「
勢
」
の
弁
証
法
│
│
『
愚
管
抄
』
の
歴
史
意
識
│
│
」、
山
本
ひ
ろ
子
編
『
神
話
と
歴
史
の
間
で
』（
前
掲
）、
二
一
四
〜
五
頁
。
付
記　
本
稿
は
、
平
成
廿
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
Ｂ
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
